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	応用
	抗原情報
	背景
	H3 ヌクレオソームの核となる構成要素。ヌクレオソームはDNAをクロマチンに包み込み、DNAを鋳型として利用する細胞機構へのDNAのアクセスを制限します。ヒストンは転写制御、DNA修復、DNA複製、そして染色体の安定性において中心的な役割を果たします。
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	ヒストンH3（アセチル-Lys18）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ヒストンH3（アセチル-Lys18）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TSA 400nMで24時間処理したHeLa細胞ライセートを、ヒストンH3（アセチル-Lys18）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	アセチルヒストンH3（K18）抗体を用いたSH-SY5Yの溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。

